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大阪狭山市まちづくり研究会自己紹介

福祉・介護関連分科会

環境関連分科会

防災・防犯関連分科会

都市計画・行財政関連分科会



認知症に
関する現状



認知症の課題
認知症とは何かを知っている人が少ない

助ける人や場所が足りない

ひとりぼっちになりやすい

間違ったイメージを持っている人が多く、困っている人を
助けにくい

相談できるところ、安心して過ごせる場所が足りない

認知症の人や家族が周りの人とかかわる機会が少なく
なっていく



そこで！
オレンジいっぱい

プロジェクト
in 大阪狭山

認知症の啓発カラー

なぜオレンジ？　

オレンジ



認知症になっても暮らし
やすいまちを創ろう！

1人でも家庭でも
各種団体でも参加

OK！
全国に広がっています！

オレンジガーデニングプロジェクトを実施



オレンジいっぱい



狭山池まつり展示ブース　
啓発活動4月

店舗や個人・施設を
回り協力を依頼

認知症月間
啓発イベント・活動発表会

オレンジいっぱいプロジェクト
活動継続

年間
スケジュール

9月

店舗や個人・施設を
回り協力を依頼

3月



全国の活動
の様子



全国の活動
の様子



期待される
効果

認知症への理解が深まる

認知症の方や高齢者の社会参加がすすむ

地域の人のつながりが強くなる

花を育てることをきっかけに、認知症を「身近な
もの」として捉えられるようになる

 孤立を防ぎ、役割を持って生き生きと暮らせる
環境ができる

 世代を超えた交流が生まれ、支え合いの地域が育つ



大阪狭山市を、
オレンジで

いっぱいにしませんか？

認知症になっても暮らしやすい大阪狭山市

最終目標



ご清聴、ありがとうございました！

参考資料：ながおか認知症の人と笑顔でい隊　佐藤庄吾様より


